
クリティカルパス推進委員会 

 

  

クリティカルパス推進委員会では、クリティカルパス（以下、パス）を用いて医療の標準化・効率化、チーム医療の

円滑化等を目指し、パスの推進を行っています。 パスとは簡単に言うとあらかじめ決められた治療のスケジュール

表のことで医療スタッフと患者さんが治療計画を共有しながら治療や検査を行っていきます。 このパス内容を充実

させることにより医療の質や患者サービス向上に繋げていきたいと考えています。 

令和 7年度の主な活動としては、医師・看護師を始め院内の様々な職種のパス委員を中心として、パスの種類を

増やし使用を促進してきました。特に泌尿器科や産婦人科等ではロボット手術に特化したパスを作成し全体的に種

類が増えています。看護ケアや観察項目を看護オーダーとして登録し、栄養指導、服薬指導等も登録。使いやすく

安全に使用出来るパスになるよう取り組みました。また、アウトカムやバリアンスといった評価に繋がる項目に対して、

現場への周知徹底も行いました。現在、当院では電子パスが前年度の 80 種類から 90 種類に増加しています。特

に前年度と比較し呼吸器内科、循環器内科、小児科、泌尿器科での使用が多くなっており、その他の診療科でも

高い使用率となっています。 

今後は、より電子パスを促進するため、電算やベンダーとも連携をとりながらパスの改善・促進を行い、チーム医

療の円滑化や医療の標準化、患者サービスへの向上に寄与できるよう活動を行っていきたいと思います。 

 

 

★今年度改訂した患者パスの 1例 

 


